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地球方向・尾部方向高速流の相違：IMF および地磁気活動度に対する依存性

Differences between earthward and tailward flows in their dependences on IMF and
geomagnetic conditions
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プラズマシートにおける高速流について、地球向きのものと反地球向きのものとの違いを理解するために、両

者の IMF および地磁気依存性を調べた。ジオテイル衛星が磁気圏尾部 8-32Re に滞在した 3.5 年間の観測から、プ

ラズマシートを同定し、高速流の観測確率の、IMF および Kp/ASY 指数に対する違いを調べた。

その結果、高速流は、IMF が南向きの時、または地磁気活動度が高いときに頻繁に観測された。一方、地球向き

高速流と、反地球向き高速流に違いが見出された：すなわち、両者を比べると、地球向き高速流は、IMF 依存性が

高いことに対し、反地球向き高速流は、地磁気活動度依存性が高い。この結果から、反地球向き高速流の観測時は、

サブストームの expansion phase である可能性が高いが、地球向き高速流の観測時に expansion phase である可能

性は相対的に低いことを結論する。


